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最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 

それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです。 


Interface 

インターフェイスは、'、人と技術の理想をめざす〃日立のスローガンです 5 


株式会社日立製作所宣伝部〒10卜10東京都千代田区神田駿河台四丁目6番地電話 (03)258- nn ( 大代） 
































































酎)日本ハンドボール協会 

専務理事安藤純光 


新たなる出発にあたり-平成元年度方針 


平成元年度の役員改選は、例年になく各方 
面からの関心も高く、いくつかの異例な経過 
を経て行われた。このことは、昭和を終わつ 
て新しい《平成元年》のスタ1卜にたいする期 
待とあわせて日本協会執行部にたいする批判 
の現われで あり、 協会運営の責任者としてそ 
の責務を充分に果たし得なかった責任を痛感 
している。はからずもこのたびの改選によつ 
て再選され、再び専務理事の大役を仰せつか 
り、ただただことの大きさに身のひきしまる 
思いである。前期を深く反省して力足らずで 
はあるが、この大任を果たすべく努力してゆ 
きたい。この際協会運営方針の一端を述べて‘ 
全国の関係諸兄のご理解と前期に増してのご 
協力をお願いしたい。 

まず、組織の強化である。そのためには各 
委員会の充実と活性化である。従来ともする 
と担当常務理事と常務理事会によってことが 


進められることがあった。この点をあらため、 
委員会の活動を強化して課題をまず各委員会 
において充分に検討し、常務理事会がさらに 
全体的な立場で検討して実施するといぅいわ 
ば当然の方式を着実に実行してゆきたい。こ 
の手続きを踏むことによってより円滑に、よ 
り実のりある課題の実施が期待できる。 

従来ともすると事業に追われて、いわば泥 
縄式の運営をせざるを得なかった事態が生じ 
ていた。この方式を実施し泥縄式運営を排除 
するためには、長期的な事業計画の確立と、 
計画に基づいた担蛊部門の検討を早期に着手 
する ことが 不可欠の課題である。 とくに 国際 
的な事業を円滑にそしてより実り あるものと 
するためには長期的な強化計画〔遠征計画お 
よび招待計画を含む)を確立し、実施するこ 
とが必要である。当然の ことでは あるが、事 
業計画にはそれに伴ぅ資金の確保が必要であ 
る。年々増大する国内外の事業に対する財源 
問題はハンドボ—ル協会の抱える永遠の課題 
である。この問題の解決は、種々 の 困難があ 
るが、財源開発プロジェクトを発足して研究 
し、より活発な活動が可能な財源確保に努力 
してゆかなければならない。 

ソウル•オリンピックでは、参加するオリ 
ンピックの 域を脱して、 少なくとも 6位入賞 
を目指してナショナル チー ムの強.^に力を注 
いできたが、残念ながら意の如くならずファ 
ンおよび関係諸兄の期待を裏切る結果に終わ 
つた。この結果についての深い反省の基にバ 
ルセロナ対策が立てられなければならない。 


韓国男女ナショナルチームが地の利があっ 
たとはいえ、世界を制する成績をあげたとは、 
最も近い体型をもつ日本チームにとってもそ 
の可能性があるということでもあり、長期的 
展望に立って着実な強化計画のもとに強化を 
図つてゆかなければならない。当面8月には 
アジア選手権大会を控えているが、目先の課 
題に捕われることなく、次のあるいはその次 
の日本のハンドボールを背負っで行く人材の 
発掘と育成が必要である。 

この意味ではジュニアから高校生•中学 
生•小学生にいたる対策がさらに検討されな 
ければならない。とくに中学校•小学校の指 
導者の育成が必要である。 

ソウル•オリンピック以来ハンドボールが 
マスコミ関係にとりあげられるようになつて 
きている。広報活動の充実はハンドボール競 
技の普及発展のためには不可欠の課題である。 
全国各地で開催される日本リーグの競技力の 
充実と相まつて、ハンドボールのフアンがさ 
らに増え、競技者が増加することによって頂 
点はますます高くなり、このことがマスコミ 
の扱いを大きくするという好ましい循環を期 
待したい。 

さて、以上抱える課題の一端を述べたが、 
いずれを取り上げてみても『言うに易く行う 
に難し』の感がするが、しかしこれらの課題 
の解決に積極的に着手してゆかなければなら 
ない。前述したように全国の関係者諸兄のよ 
り力強いご協力を得て課題の解決に向かって 
努力してゆきたい。 
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中村荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中村昭光 
本社 〒108東京都港区芝浦 2 —3— 39 

電話東京 （03) 451_4161(代） 


日本八ンドボ I ル協会 

平成元年度事業計画 


1_ ■国内競技会関係 

▼.全国大会 

•第 30 回実業団選手権大会(男女) 

5\9 〜 5\13 埼玉他 
■第 14 回日本リーグ(前期) 

6\3〜7\2 各地 
■第14回日本リ—グ{後期) 

10 \7 〜11 \5各地 
•第2回全国小学生大会 

00\1 〜 8\3 京都 
■第9回全国クラブ選手権大会 

00\4〜00\6 大阪 

•第 40 回全日本高校選手権大会 

8\5〜8\10高知 
t 第 32 回全日本教職員選手権大会 

8\9〜8\13北九州 
•第 18 回全国中学校大会 

8/17〜8\20山 口 
•第 16 回全国高専選手権大会 

8\25〜8/26 静岡 
•第 44 回国民体育大会 

9 /16 〜 9\22 北海道. 
_第 32 回全日本学生選手権大会 

11 / 14 〜 11 / 19 宮城 
_第 41 回全日本総合選手権大会 

12/21〜12/24東京 
* 第21回全日本実業団トーナメント 
2 / 〜2/ 

•ヤ成元年度全国高校選抜大会 


3\24〜3\28愛知 

▼その他主要大会 

•五大都市体育大会 7/7 〜 7\9 大阪 
•国体中国ブロック大会 

7/21〜7/23島根 
•国体東北ブロック大会 

8 / 18 〜 8\20 宮城 
•国体近畿ブロック大会 

8 / 18 〜 8\20 奈良 
•国体関東ブロック大会 

8 / 18 〜 8/20 栃木 
•国体北信越ブロック大会 

8\19〜8\20石川 
★国体東海ブロック大会 

8/19 〜 8\20 静岡 
•国体四国ブロック大会 

8/19〜8/20 徳島 
•国体九州ブロック大会 

8 \ 18 〜 8/20 福岡 

2 ■強化•国際交流関係 

▼国際大会 

•男子ジュニア世界選手権大会アジア予選 
3\ 26 〜3\ 28 韓国 
•女子ジュニア世界選手権大会アジア予選 
5/19〜5/22台中 
•男子、女子アジア選手権大会(兼選手権大 
会アジア予選) 8 / 20 丨 8/31 北京 
•女子ジュニア世界選手権大会 

分/22〜10\1ナイジェリア 


•女子 B 世界選手権大会 

11/21〜12/15デンマーク 
•男子 A 世界選手権大会 

2 \28 〜 3\10 チヱコスロバキア 

▼国際親善試合 

•国際スポ—ツフヱア'89(男子ナショナル) 
5/2東京 

•佐川急便国際試合(男子ナショナル) 

5\4 • 6 • 7滋賀、名古屋横浜 
•日韓交流競技会(高校生) 

8\23〜8\26石川 
•ィタリア(テラモ男子)招待国際大会 
9\10纟9\17 

• IOC プレジデントカップ(女子ナショナ 
ル) 9/12〜9/17 韓国 
•女子ボーラカップ(女子ナショナル) 

11\8〜11/12ノルウエー 
IHF トレ^ ~ ナ^ ~シンポジウム 

5\ 1 4 〜 5\ 2 0 ポルトガル 
IOC オリンピックソリダリティ丨 

5/29〜6\4東京 

▼国内強化合宿 

男•女ナショナル強化合宿 

男•女共各年間7回実施予定 
男•女ジュニア強化合宿 

男•女共各年間7回実施予定 

3 ■技術関係(トレ—ニングドクタ 
I 、スポ—ツドクタ—) 
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誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうちに興奮 
のるつぼと化してしまう。 


-瞬の吉らめ吉と 


チヤレンジヤー 


セノー も誇り高きチャレンジャ 
一。より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 



日本ハンドボール協会検定工場 

GSenoin 

/東京都干代田区神田司町 2-7 s (03)292- 5411 


(1 名参加予定) 未定 
•審判審査委員会 1\9 
•審判合同委員会 1/20〜1\21 
•国際審判員研究会 
•ル—ル研究委員会 


6■広報関係 

機関誌の内容充実化並びに報道機関との連 
携の強化をはかり、広く広報活動を展開する。 
•機関誌の発行(毎月上旬年11回) 

•ィヤーブック(機関誌増刊号)の発行 
•体協記者クラブとの懇談会 
•各種大会への取材活動 
•編集委員会の開催 

7 ■日本リーグ関係 

日本リーグは平常どおり前期、後期の2回 
総当たり戦を実施する。各チームから要望の 
強い JHA カップ(教育リーグ)の開催につ 
いても実施の方向で検討していく。また、3 
年ぶりに才1ルスタ—戦を実施する。 

リーグ活性化について積極的に取り組み、 
常任委員会、運営委員会並びに各地区報道機 
関及び各チーム監督との懇談会を定期的に開 
f し、活性化を推し進める。 

•第14回日本リーグ{前期) 

6\3〜7\2 全国各地 
•第14回日本リーグ(後期) 

10\7〜11\5 全国各地 
• JHA カップ(予定) 

8\下旬 

•第6回才—ルスタ1戦 

1\中旬東京または大阪 


■ナショナル、ジュニアナショナル選手の体 
力測定 

選手個々人の体力の推移を把握し、競技 
力向上につなげる。 

•ゲーム分析ソウルオリンピック出場チ— 
ムのゲーム分析を行い、日本チームの強化 
につなげる。 

•体力、技術研究 

全国小学生大会出場選手の体力、技術に 
ついて調査し、選手のその後の推移につい 
て調査分析を行い今後の指導育成につなげ 
る0 

•ナショナル選手の健康管理システムの確立 
内科学的健康診断の実施 
個人別カルテの作成他 

4 ■普及•指導関係 

国の社会体育指導者制度の導入にょる新公 
認スポーツ指導者制度が施行され、地域スポ 
—ツ指導者の育成と認定はすでに各地で展開 
されていくので、これらへの指導と、当面の 
急務として、競技力向上指導者の指導者認定 
要項の確立と養成講習会の早期実施を検討し 

てぃく。 

低年齢層への普及活動については、小学生 
チームづくりと地域大会の実施が漸く軌道に 
のりだしており、全国大会の開催にょりさら 
に一歩前進を期待して、第2回全国小学生大 
会を開催する。 

小学生大会はアジア諸国でも活発に行われ 
ており、韓国から日本との交流について申し 
出をうけており、検討していく。 

•第2回全国小学生大会の開催 
•小学生指導者養成講座の開催 
■公認指導者養成講習会の開催 


5 ■審判関係 

• A • B 級審判審査の実施 

A 級27名、 B 級 78 名の受験予定者を対象 
に、 A 級は東京で、 B 級は全国四力所にて 
実施する。 

B 級審査会西地区 5/ 19〜 5/ 21岡山 
東地区 6\ 30 〜 7\1 群馬 
中地区6\上 京都 
北地区6\23〜6/24青森 
A 級審査会 6\中 東京 
•公認審判員中央研修会 

各県審判長及び審判員を対象に、合同会 
議の報告、次年度事業の確認事項等の研修 
会を.各ブロック毎に 2 月〜 3 月にかけて実 
施する。 

研修会にはルール研究委員が出席し資料 
の収集に当たる。 

•公認審判員地方研修会 

全国各地に地方研修会を実施し、審判員 
の指導と評価を行ぅ。 

高校総体 8\5〜8\9 高知 
教職員大会 8\9〜8/13 北九州 

• JHA レフエリ In ' —ス 

将来、レフェリーを志望する年齢25歳ま 
での若人を対象に、レフェリーの知識と実 
技指導を行い、テスト結果を審査して B 級 
以下に認定し、レフェリ—の育成をはかる。 

JHA レフヱリーコース(前期) 

8\ 26 〜 8/28 東京 
(後期) 

3/21〜3/23 東京 

•海外研修 

チーフレフェリ—シンポジウム 

(2 名参加予定) 5\9〜5\13ベルギー 

レフエリークリニック n — ス 


— 3一 





第 30 回全日本実業団選手権大会 

M£1 © 診國 _ 
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第30回全日本実業団選手権大会は，5月9日から13日 
まで，男女各12チームが参加して行われた。予選リーグ 
は3ブロックに分かれ，シャトレーゼ体育館，岩井総合 
体育館，日立栃木体育館の3会場で行われ，後半3日間 
の順位決定リーグは戸田市スポーツセンターで行われた。 

男女とも予選リーグ，順位決定リーグとも各チームと 
も力が接近してきて激しい戦いをくり広げたが，男子は 
湧永製薬が2年連続8回目，女子は大崎電気が3年連続 
6回目の優勝を飾った。 
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日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 （ J . H . A ) 



タチカラの ハン ド ボールは 縫 ボールと 同じ構造の チューブが 離れた 
L . B • C 中空製法です。 
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〔戦評〕立ち上がりから本田•平 
山、日本電装.久本のシュ—卜が 
おもしろいよぅに決まり、 一進一 
退の攻防を展開したが、本田爽風 
会が1点を リードして 前半を終了。 

後半開始早々、速攻からの得点 
を連取した爽風会が GK 大畑の好 
守も あり、 一時 5 点差とする。 日 
本電装もポストをからめた攻撃で 
必死に追い上げたが、多彩な攻撃 
力を見せた爽風会が押し切った。 
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〔戦評〕熊本は松村、川崎のロン 
グシュートで 10 分までに 512 と 
リードを奪い、主導権を握りかけ 
たが、爽風会はスタ—卜の良い速 
攻と平山のロングシュートで追い 
すがり 、 G K の好守とも相まって 
HH の離せない展開となった。 

後半開始早々、熊本は山口のポ 
ストシュートで 連続得点してぺ一 
スを つかみ、速攻やロングで着々 
と加点していった。爽風会は速攻、 

セットプレーとも決してひけをと 
らないが、相手 GK の好守に阻ま 
れチヤンスをつかみきれなかった。 
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退場者は多かったが、両チーム 
とも最後まできびきびとプレーし、 
観衆をひきつけた好ゲームであっ 
た。 

本田技研 915 I 15 2日客電接 

这： J424 —2 J 2 E-itl_ 

〔戦評〕両チームともスタートで 
ミスが出て互いに相手のミスから 
得点。本田技研熊本は、日本電装 
のディ フヱン スの甘 さを つき 5 占 ( 
のリードを保つ。粘る日本電装は 
23 分、 10—10 の同点として盛り上 
がるが、本田は山崎などの速攻で 
15—10 と再び 5 点差をつけて前半 
を終了。 

後半、日本電装は攻撃では好展 
開を見せるが、ディフヱンスの甘 
さが出て点差が縮まらない。逆に 
本田は松村、川崎などの速攻で着 
実に加点、粘る日本電装をふり切 

つた。 
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〔戦評〕前半、兩チ1ムとも固さ 
が見られ、攻撃のリズムがつかめ 
なかつた。先手はトヨタ車体が と 
つたが、トヨタ自動車も杉元の口 
ングシユ—卜で返し、以後一進一 
退の攻防が続き、15—14 と トヨタ 
車体が1点を リ—ドして 前半を終 
了する 

後半、 リズムを つかんだ トヨタ 
自動車が 10 分からたて続けに 4 点 
連取、17には27—20とリードする。 
トヨタ車体も必死に反撃したが及 
ばなかった。 
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ah 2 v^ll'al'sT 竹芝精巧 

〔戦評〕一進一退の展開の中で、 

竹芝の早いパスまわしからのボス 
トフレーが続いた。トヨタ自動車 
の細かいミスが目立ち、 13111 と 
竹芝が2点をリードして前半を終 
了した。 

後半に入ってからは、10分過ぎ 
にトヨタ_動車が3連続ゴ ールを 
決め、逆にリードを奪った。トヨ 
夕自動車 GK 大屋の好守があり、 
結局1点差でトヨタが逃げ切った。 


料ョ V gMs 之精巧 

〔戦評〕立ち上がり12分までは卜 
ヨタ車体•河合のロングシユ I 卜 
が連続して決まり、 I 方竹芝精巧 
もサィド、ポストで取り返す一進 
一退の展開となったが、 トヨタ 車 
体の速攻が連続して決まり、4点 
をリードして折り返した。 

後半、竹芝精巧は中間の連続得 
点とトヨタ車体の速攻のパ スワー 
クの乱れから一時逆転に成功した 
が、20分過ぎからは シュ ート ミス 
が目立ち、再びトヨタ車体が速攻 
で逆転、そのままリードを保って 
逃げ切った。 
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大崎 S 気29(1217||183〕27日新製銷 

〔戦評〕前半、両チームとも幸先 
の良いスタ^ ~~ 卜を切る。その後、 
H 新の荒さの目立つディフェンス 
に対し、大崎はスピ ー ドの ある力 
ットィンブレ—などで得点を重ね 
た。一方 日 新は、ポストプ レ— を 
中心に攻撃をしかけたが、8点差 
をつけられて前半を終了する。 

後半に入り、大崎は若手を中心 
にしたメンバーで臨んだが、スピ 
—ドが出てきた日新の攻撃にょり 
徐々に追い上げられ、27分過ぎに 
は1点差まで詰め寄られたが、終 
盤ノーマ J クシユートを GK 矢内 
が好キ—ビングで防ぎ、辛くも2 
点差で逃げ切った。 
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#00250534131529 

日新製銀' 24(1212—126 j 18 三陽商会 

〔戦評〕ゆっくりしたゲーム展開 

で試合は進み、三陽の 15 ディ 

フェンスに苦しみながらも藤本、 


木村のミドルシュートなどで着実 
に加点、0仄の好守もぁって12— 
6と日新が大きくリ—ドして前半 
を終了。 

後半に入り、日新のシュ‘~トミ 
ス、退場の間に三陽が速攻で3点 
差まで詰め、さらに三陽•浜田の 
ロングで 16117 と1点差に迫る。 

日新も武田のミドルで突き放すが、 
三陽も速攻で入れ返す白熱したゲ 
1ム となった が、残り5分、三陽 
デイフヱンスの足が止まった とこ 
ろを日新がすかさず突き放し、6 
点差をつけて勝つ。 
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19三陽商会 


〔戦評〕開始5分、310とリ— 
ドを奪った大崎ぺースで試合が進 
むと予想されたが、7分過ぎ頃ょ 
り三陽もポストシュートやルーズ 
ボールを速攻につないで得点を重 
ね、一進一退の試合展開となり、 
前半を13—12と大崎が1点をリー 
ドして折り返す。 

後半に入り、三陽の好ディフエ 
ンスに大崎も攻めあぐねたが、20 


分過ぎから大崎が PT を決め、速 
攻などで加点し、攻め手に欠ける 
三陽を結局25—19でふり切り、勝 
利を手中にした。 
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_ -し大同 
鈴 鹿2 11417 1特殊鋼 

〔戦評〕両チーム厳しい攻防を見 
せ、特に大同 GK 秋吉の随所にわ 
たる好守で本田はぺースをつかめ 
ず前半を大同の 5 点リードで終了。 

後半、一進一退のテンポある攻 
防であったが、本田得意の速攻が 
なかば頃から冴え、残り 3 分で同 
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点に追いつく。その後、山村のサ 
ィドシユ . ~卜で引き離し、逆に2 
点差をつけて本田が勝利を握った。 

1 26f1313M1112m 殊 1 

〔戦評〕湧永、大同ともにスピ— 
ドあるボ—ルまわしから湧永は玉 
村を中心に大同はずらしから田中 
のサィドシュートで得点を重ね、 
1進一退の攻防をくり返し、13— 
12と湧永の1点リ—ドで前半終了。 

後半、湧永は守りを大同•高村 
のマンツーマンに切り替え、それ 
にょって攻撃のリズムを崩された 
大同のミスにつけ込み、20分過ぎ 
には 26 — 20 とリードを広げた。 

その後、大同も湧永のミスにつ 
け込み、速攻を軸に攻撃をしかけ 
るが、後半から出場の湧永 GK 井 
藤に再三のゴールチャンスを阻ま 
れ、 26123 で湧永が逃げ切った。 
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湧永製薬20 


(10 18 〕 8 本田技研 
110 I 10 J 1鈴鹿 

〔戦評〕立ち上がり内藤のミドル 
で本田が先制。しかし12分、その 
内藤が退場の間に酒永が追いつき、 


その後湧永.坂卷、本田•立木ら 
のシュートで一進一退、10—8と 
湧永の2点リードで折り返す。 

後半も互いに点を取り合ったが、 
中盤、内藤の2回目の退場の間に 
リー ドを広げた湧永が、終盤の本 
田の追撃をふり切った。 
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⑤ 日新製鋼 

⑥ 三陽商会 

⑦ トヨタ_動車 
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⑨ 竹芝精巧 
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⑫日本電装 

〔表彰者〕 

▽最優秀監督賞 
服部秀人(湧永製薬) 
▽最優秀選手賞 
玉村健次(湧永製薬) 
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一>辑優秀新人赏 
該当者なし 
▽ベストセブン 

GK 橋本行弘(本田技研鈴鹿) 
FP 立木浩二(本田技研鈴鹿) 


田口隆(本田技研鈴鹿) 
山村秀明(本田技研鈴鹿) 
楹原隆雄(湧永製薬) 

高村誠一 ( 大同特殊鋼) 

山本興道{太崎電気) 
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© “まごころのおつきあい”が私だちのモットーです。 
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本店 

石川県金沢市下提町 

店舗 

石川、富山、福井、東京、 
大阪、名古屋、京都133ヶ店 

事務所 
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#003465020240 


但寸00152010 0020 

U 1 角木塚藤田井田山口原谷藤 

CJ 大上石佐上石嶋内樋伊熊武 


G 


審 


=: 


幻木片田井川原口田井沢 

吵々 金尹松 

£佐宗森藤前梅江野福小 

#002284703040 


5一寸〇 02510210110 

1:)角木塚藤田井田山口原谷藤 

( J 大上石佐上石嶋内樋伊熊武 


審 




1C) 本津苗永田岸鶴塚田毛井 
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[ !岡梅尾神柳山吉飯岡石新 

wo o 4 0 12 2 6^ 


丨11 V こ分" slys ジャスコ 

27〔戦評〕立ち上がり、ソニーは東 


10〜12位決定リ—グ 


郷のミドル、藤元のカットインで 
先行したが、ジャスコも東出のジ 
ャンブシュートを中心に速攻をか 
らめて得点をあげ、10分過ぎには 
ジャスコがリ—ドを奪ぅ。このま 
まジャスコぺースかと思われたが、 
大切なところでミスを出し、11— 
11の同点で前半を終了。 

後半もソニーが先行したが、守 
りを固めたジャス n が GK 小深田 
の好守から着実に得点を重ね、 15 
分過ぎには 21116 とリ— ドを広げ 
る。しかし、 ソニ ーも 藤元のミド 
ルを中心にポストプレーで追い上 
げ、 28 分には PT で同点に、終了 
30 秒前には再び藤元がミドルシュ 
—卜を決め、劇的な幕切れでソニ 
I が勝利をものにした。 
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10ムネカタ 


〔戦評〕立ち上がり、両チ—ム共 
に決定的な攻め手を欠き、ミスも 
手伝って大変スローぺースな得点 
経過をたどっていたが、中盤から 
相手ミスを速攻に結びつけたジャ 
スコが10|4とし.て前半を終了〇 


後半に入り、相変らず攻め切れ 
ないムネカタに対し、.速攻を中心 
にジャスコが確実に加点、最終的 
には 30 110 の大差でタィムアップ。 
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0 T 3 M 237 T ムネカタ 


ソニ 

国 分く 

〔戦評〕前半、ムネカタ、ソニー 
国分ともミスの目立つ展開であっ 
たが、5分過ぎからソニ—国分が 
波に乗り、シユートミス、ディフ 
エンスミスの多いムネカタを多彩 
な攻撃で13|3と大きく突き放す。 

後半、立ち直ったムネカタは速 
攻を中心に反撃に出るが、あと一 
歩というところで退場が相つぎ一 
歩及ばなかった。 
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西武トラベルでは観光はもちろん、スポーツイベントなど各種 
団体旅行をはじめ、研修•視察•招待 i で、目的や主旨に沿〇 
た企画手配をいたします。安全で侠適な旅のパートナーとし 
て、是非西武トラベルをこ别用下さい。 

旅のパートナー 


快適な 

西 K トラぺ J レ 


運癌大臣登録一般旅行業139号 
迅法人 f 


0社団法人日本旅行業協会 ( JATA ) の正会員です 

新橋営業所 033)459-8186 


,9位決定リ—グ 


大崎電気21 


81 7 
11319 


V 


ブラザ— 


〔戦評〕前半、両チーム共決定的 
攻撃を欠き、一進一退の攻防とな 
つた。ブラザ—の強引な攻めから 
のカットインシユ_~ 卜も ディフ、エ 
ンスに阻止された。一方大和は、 
速い展開からのロングシユ—卜に 
決定力に欠け、残り5分二つの速 
攻で1点差とした。 

後半 スタ— 卜後、大和はブラザ 
I .荒木にマンツ I マンを敷き、 
速攻を生かして|時は6点差とす 
る。ブラザーも懸命に追い上げる 
が及ばなかった。 
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JUKI 


H 業 

〔戦評〕立ち上がり、お互い K リ 
ズムに乗りきれないかたちで進み、 
ミスも目立ったが、先取点はブラ 
ザーのポストプレ—で始まった。 

JUKI はなかなかロングシユ 
^が決まらず苦しい展開になつ 


た。 GK の'大介がノーマークシユ 
1 卜を 防ぎ健闘したが' ブラザ ー 
の巧みなポストプレーにじりじり 
得点を許し、前半を13—6で終了。 

後半に入り、ブラザーにミスが 
続き JUKI の速攻が決まり出し、 
4点差まで迫ったが、ブラザ！ 
荒木のロングやカットインプレー 
に加点され、ふり切られた。 
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大和銀行 illlyv 

〔戦評〕立ち上がり大和は小池ら 
の速攻や PT で5—〇とリードす 
る。その後 、 J UK I は島田のミ 
ドルなどで反撃するが、大和は藤 
本のサイドシュートなどがよく決 
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まり’大和リードで折り返す" 
後半開始後も大和は上村、小池 
らのシユートがょく決まり 、 JU 
KI も必死になって反撃するが、 
相手に退場者が出た時などの大事 
な所でのミスが目立ち、ミスを確 
実に速攻に結びつけ得点した大和 
が33—21で勝利をものにした。 
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北国銀行27 




2!日立栃木 


山 鹿 

〔戦評〕開始早々、呉のカットィ 
ン、ロングで2点を先取した北国 
が、その後も金のミドルなどでリ 
I ドを奪ぅが、中盤以降リズムの 
出てきた立石が野嶋、武津のロン 
グ、ステップで着実に得点をあげ、 
6点差をつけて前半を終了。 

後半、9分過ぎ約10分間得点の 
なかった立石に対し、北国は5点 
を連取し、残り2分、1点差まで 
詰め寄ったが、シュートミスと立 
石 GK 岡本の好キ—ビングで辛く 
も逃げ切った。 


〔戦評〕北国•呉のロングシユー 
卜で始まった試合は、、その後も北 
国は呉、金を軸に多彩な攻撃で加 
点し、一方日立は山岸のロング、 

新井のポストと反撃するが、ミス 
が目立ち、前半を 16 |9で終わる。 

後半、立ち上がり日立は、速攻、 
サイドで4点を連取、3点差と詰 
め寄るが、再び北国•金のカット 
インで突き放され、その後も一進 
一退の攻防が続く。日立も後半足 
を使って攻めたが、個人技に勝る 
北国の順当勝ちであった。 
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立石電機 8 「14181 
山 鹿？ 

〔戦評〕立ち上がりはお互いのプ 
レス*アィフェンスに攻め悩んで 
いたが、前半10分頃ょり個人技、 
シュートカに勝る立石の攻撃がか 
み合い出し、着実に得点を重灯て 
6点をリードして前半を終了した0 
後半は点の取り合いとなり、日 
立栃木も懸命に追い上げたが、6 
点差を詰めることができなかった。 
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決勝リ—グ 


ゼ 


をリ^•ドする。 

後半は、15分過ぎにシャトレー 
ゼの李監督が失格するなど、両チ 
1ムとも荒さが目立つゲーム展開 
だったが、前半の貯金がものをい 
い、ビ クタ I が押し切った。 


後半は、立ち上がりから大崎は 
ディフヱンスが冴え、シャトレー 
ゼに得点のチャンス.を与えず、金 
のパスカットからの速攻、ステッ 
ブシュート、尹のロングも連続し 
て決まり、一方的に押しまくった。 
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日 本8 181101 1シャ 
ビクタ—2 110— llj 2レ — 

〔戦評〕立ち上がり、ビクタ1は 
リズムに乗ったプレーで得点を加 
えていたが、シャトレ L ゼは GK 
の好守に阻まれ、なかなか点が取 
れない。 5 分過ぎ、速攻などにょ 
り同点に追いつき、一進一退の攻 
防が続いたが、 15 分過ぎからビク 
夕1の武藤のロング、枝川の速攻 
でリズムをつかみ、一方的に：一刖半 


H 口藤 slg 岡 r 

(0小武長枝下平太 H 永山中 
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々 金尹松 
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大崎電気 il 1615 M 9 13 V UV 一0大崎 silIM 1511 j , ?6 H クタ I ^: 


〔戦評〕スタートから両チーム早 
い展開の積極的プレ—が見られ、 
大崎が速攻、ポストで得点をあげ 
ればシャ トレ ーゼがロング、サイ 
ドで取り返す1点を争う好ゲーム 
となり前半を終わる。 


〔戦評〕前半立ち上がり、大崎電 
気が金の PT で先制した。ビクタ 
1は少し固くなったのか攻撃がか 
み合わなかったが、10分過ぎから 
猛攻を見せ、 20 年には 917 と逆 
転。実に10分から20分までの10分 


間に8点を奪った。しかし、そこ 
からまたリズムを乱 L 、 コンスタ 
ントに得点をあげる大崎が 14111 
と3点をリ—ドして前半を終了。 

後半に入り、ビクタ1も懸命に 
反撃、 7 分過ぎには 16 1 16 と同点 
に追いついたが、中盤、前川、金 
らにたて続けに得点されて突き放 
された。 
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〔順位〕 

① 大崎電気 

② 日本ビクター 

③ シヤ トレー ゼ 

④ 立石電機山鹿 
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⑤ 北国銀行 

⑥ 日立栃木 

⑦ 大和銀行 

⑧ ブラザ—工業 
(9 〕 JUK I 
⑩ソニ—国分 
⑪ジヤスコ 

© ムネカタ 

〔表彰者〕 

▽最優秀監督賞 
李相玉(大崎電気) 
▽最優秀選手賞 
金玉花(大崎電気) 

▽最優秀新人賞 
藤井直美(大崎電気) 

▽ベストセブン 

G K 小口明子(日本ビクタ ー) 
FP 海道元子(シヤトレ—ゼ) 
武藤夕起子(日本ビクター) 
武津優子(立石電機山鹿) 
呉明林(北国銀行) 

山岸和子(日立栃木) 

尹乗順(大崎電気) 


あなたはもうお持ちですか// 

「日本八ンドボ—ル史 j 

B 5判日白0ぺ|ジ定価7千円 


日本ハンドボール界 50 年の歩み 
を 集大成した「日本ハンドボー 
ル」 をもぅ ご覧に なりましたでし 
ょぅか。 

オリンピックをはじめとした国 
際試合、全日本総合選手権、イン 
夕—ハイなどの国内試合のすべて 
の記録を網羅。また、多くの先輩 
たちが語る日本ハンドボール界の 
さまざまなェピソ—ド。この一冊 
の中に、幾多のハンドボ—ル人た 


ちの歩みと思いがギッシリとつま 
っています。 

どぅかまだご覧いただいていな 
い方は左記日本ハンドボール協会 
事務局にお申し込みいただいてご 
一読下さるよぅおすすめします。 

〒150東京都渋谷区神南ーーーーー 
岸記念体育館内 
日本ハンドボール協会 
「日本ハンドボール史」係 
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電気をみちび <o 
未来へみちびく。 

-計測と制御— 

© 大崎罨氣3：業採式會社 

本 社 〒m 2-2-7 

.. 腿 (03) 443-717HRft) FAX (03) 447-5844 


♦ 5 月2日(火) 

国際スポ—ツフ X ア 
(東京•代々木第1体育館) 

デンマ-ク27〔 1710 || 1112 123日 本 

国際ハンドボール大会は、デン 
マークナショナルチームを迎えて 
代々木第一体育館で第1戦が、5 
月2日、国際スポ1ツフエア競技 
種目のひとつとして行われた。 

全日本は、昨年のソウル•オリ 
ンピック以来初試合となる。「新 
生•全日本」はメンバーを公募す 


るなど新しい企画を試み、多くの 
選手の中から選考してきたが、も 
ちろん中心はソウル組で、国際試 
合の経験豊富な選手たちが、技倆 
精神面ともに上回っていたことが 
この顔ぶれを見ると理解できる。 

それに新進気銳な選手を加えて 
内部の競り合いも一段と厳しくな 
るのではないかと見られる。 

デンマークナショナルチームも 
ソウル五輪に出場できず、また、 
世界 B グルーブでも予想外の成績 
で低迷し、パルセロナヘの道は険 


がさく裂して、2点差となる。宮 
下選手もソゥル五輪を境に細かい 
技術をマスタ—し、以前の打つだ 
けのプレ— ^ - — からリ—ドマンに 
も変化でき、円熟味を増した。 

その間、デンマークもヤコブセ 
ンの超ロングシユートや一人フリ 
1スローなどを決め、残り3分で 
919の同点に追いつき、死闘を 
繰り返す。 

残り30秒で11 I10 と日本が リー 
ド、さらに宮下から首藤に繫いで 
12—10と2点をリ I ドして前半を 
終了。全0-本はまとまりのある攻 
撃で一段と磨きがかかつた感があ 
る0 

後半に入ると、 2 m 6 cm の超 口 
ングシユーターのヤコブセンが10 
分間にポスト、サィド寄りのミド 
ル、 さらに ロングと一人で4点を 
連取する大活躍で逆転される。全 
日本にとつてもつとも苦手とする 
2 m 台の大砲である。 

全日本も宮下のロング、玉村の 
ミドル、 さらには 山村から玉村に 
繫ぐきれいな スカィ プレーで対抗 
残り11分30秒で 18 —20と食下がる 
が、モンケダル、フェン ィ エアな 
ど巧みな技を続け、全日本は2点 
差に詰め寄るのが精一杯だつた。 

ョーロッパ勢に勝つためには、 
一発のロングをいかに封じるかに 
かかっている。このシリ—ズはあ 
と3戦、何とか2勝してほしいも 
のである。 

攻撃面で目立った玉村、首藤、 


しい状況にある。しかしそこは伝 
統国、何としても出場し ようとす 
る意気込みが、早くも打ち合わせ 
の会議の様子を見ても十分にわか 

った0 

全日本も戦う集団に変身し、大 
いに燃えている。このシリーズ、 
どのように展開されるのか興味は 
尽きない。 

第1戦の開始早々、成長著しい 
首藤のロングで火蓋が切られた。 
その裏、ハンセンの素早いミドル 
で簡単に同占 ,, 〇続いてハンセンか 
らヨ ー エンセンのポスト プレー で 
ゲットと さすがにこのあたり ヨ— 
ロッパナショナルの強さを見せつ 
けられた。 

その後、単調な全日本の ロング 
シュ I 卜を 高いディ フェンスに 阻 
まれ、苦しい展開となったが、横 
パスを 多投するデンマークのフォ 
1メ —シ ヨンを玉村、宮下らがよ 
く読み、インタ1セブトからの速 
攻に結びつけ、またサイドからの 

ミドルな どで5 - 4 とリ- —ド、ソ 

ゥル五輪組の活躍が目立つ。 

さらにデンマ—クのミスパスを 
繫ぎ、山村に渡ってまさに天下一 
品の大きなジャンブシュ—卜。小 
さな山村選手が一瞬大男に見える 
実に見事なシュートであった。続 
いて宮下の強烈なロングシュート 


日本—デンマ—ク親善試合 
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首藤からボストの荷川取へ 
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などで3連続得点し、必死に追い 
すがり前半を折り返す。 

前半の2点のリ—ドを許した全 
日本は後半に入り、山村の PT 、 
田口の速攻で追撃するがデンマー 
クも アンダーセン、 ヨ j エンセン 
らで一歩も譲らず、白熱したゲ— 


ム内容となる。勝負のかかった残 
り10分、河原が左45度から切れの 
いいフェイントを決め、その3分 
後玉村がサイドから飛び込み優位 
にたったかに見えたが、その後す 
ぐに田口がラフプレ—で痛恨の2 
分間退場。このすきをついて、デ 
ンマークはモンケダルが強裂なシ 
ユートを放ち1点差。必死に守る 
全日本であったが、終了30秒前、 
フェンイエアの同点ゴールを許し、 
ついに追いつかれる。ノ —タイム 
寸前、最後の望みをかけ、渾身の 
力をこめた河原のロングシユ—卜 
は無情にもゴールならず、タイム 
アップの笛が鳴り響いた。 

両チーム共にょく走り、縦への 
力強い攻撃にポストを絡めたデン 
マー クと 終始スピーデイな展開を 
披露した全日本との闘いは、最後 
まで見応えのある好ゲ—ムであつ 
た。 


宮下.らは、世界の第一線にも勝る 
とも出〃らぬプレーヤーに成長した。 
頑張れ全日本！ 

♦ 5 月4日(木) 

佐 川 急 便杯第 1 戦 
(滋賀•守山市佐川急便体育 
館) 

日 本 21(11101811)19 デンマ-ク 

前半開始早々、全日本のエース 
玉村のジャンブシュートで先制。 
デンマ^~ ク もパワーあるれるプレ 
I からラスムッセンがゴ—ルを割 
りまず 同点。 全日本も伸び\.^ブ 
レ^―する GK 橋本を中心に良く守 
り、デンマー クの 再三の攻撃を防 
ぎ、10—11 と デンマ— クの 1 点リ 
丨ドで前半を終了。 

後半に入り、全日本が首藤の連 
廐得点で1点リードするが、デン 
マ^ —クも アンダーセンのシュー ト 
で同点とし、11分にペナルテイス 
ローを得るが、 GK 橋本の好守で 


リードを許さず、逆に一人退場の 
全日本が玉村のジャンプシュート 
を決め再びリ—ド、1点を争ぅ白 
熱したゲ ームと なる。 

残り10分を切り、17—17の同占一。 
両チームとも必死の攻防をくり返 
し、残り4分、 18 — 18 の同点から 
全日本が首藤のカットィンシュー 
卜で1点をリード。 GK 橋本がデ 
ンマークの速いシユ ートを よく守 
り、残り1分、また首藤がジャン 
プシユ ートを 決め、 2 点差とし、 
必死に追い上げを図るデンマーク 
の攻撃をしのぎ、全日本が 21119 
で対デンマーク戦の初勝利をあげ 
た0 

♦ 5 月6日(土) 

佐川急便杯第2戦 
(愛知•名古屋市愛知県体育 
館) 

日本 23 m 2 M 91i23 デンマ—ク 

通算成績1勝1敗で迎えたこの 


試合は、立ち上がり1分、全日本 
10番首藤のヵットインシュートで 
まず先制。対するデンマークもキ 
レラン、モンケダルのミドルなど 
ですぐさま反撃し、リードを奪ぅ。 
しかし、全日本は5分過ぎから粘 
り強いディフェンスワークに加え、 
GK 秋吉の再三にわたる好キ—ピ 
ングで約12分間得点を許さない。 
その間攻撃面でも多彩なプレーが 
目立ちはじめ、宮下、玉村らで加 
点し20分には3点差をつけたが、 
その後ミスを連発し、マッセンら 
にたてつづけに速攻を決められ石。 
ここで全日本は期待の新星•中山 
を投入。ベンチの思惑通り、中央 
から見事なロングシユ—卜を決め 
応戦し、追いつ追われつの展開と 
なる。前半終盤にデンマ—クはモ 
ンケダルが G K の意表をつくラン 
ニングシユ—卜、またイェンセン 
の速攻で引き離しにかかったが、 

28 分から玉村がステッブシュート 
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♦ 5 月7日(日) 

佐;! I 急便杯第3戦 
(神奈 ill •横浜市文化体育館) 

デン：27〔幻—”一 H 日 本 

決着をつける第4戦は、満員の 
横浜文化体育館で行われた，。この 
試合に賭ける両チームの意気込み 
は大変なもので、試合前から会場 
は熱気に包まれていた。 

開始早々、デンマークはすばや 
い動きで連取する。このシひーズ 
でも活躍を続けるへデラン.モン 
ケダルからマッセンのサイド、続 
いてモンケダルのクイック、ステ 
ップシユートなどで21〇 とまず 
ylKO 

全日 本も首藤のロングシ ュ—卜 
で応戦。デンマークはその後もモ 
ンケダルの速攻、フリースローか 
らまたまたモンケダルがサイドに 
まわって決め、実力一杯を出し切 
る0 

全日本も名リ—ドマン.田口が 
横パスを通して、これを玉村が口 
ングシユ ートで 決め、4 1 7 。ょ 
ぅやく調子を取り戻したょぅに見 
えたが、ミスパスや動きの タイ ミ 
ングが悪く、呼吸が合わない。 

このあたりから大砲■ヤコブセ 
ンが登場、デンマークの攻撃に| 
段と迫力が加わる。残り10分、9 
—6 と最終戦に賭ける気迫が感じ 
られ、見ごたえのある試合展開と 
なる。 

令 u ^ も大砲ヤコブセンを徹底 


マ—ク、一応成功したかに見えた 
が、モンケダルにロングを打たれ 
守備の崩れが見える。しかし首藤 
がう まく ポスト インし、 それを荷 
川取が決めるなど 10114 と必死で 
追う。 

しかし、. またまた デンマ^ — クの 
巨人ヤコブセンの度肝を抜く左力 
ットイン寄りのロング、ステップ 
シユートが決まる。日本国内では 
考えられないゾーンからのロング 
である。 

その後もニールセンの速攻など 
で1418 と大きくリ ードす る。 全 
日本は一応フロータ—気味のゾー 
ンディフェンスは成功しているが 
あまりに もロングシユ ー トの威力 
を 警戒す るた め、バックに ノーマ 
丨クがで きてしまう 場面が目立っ 
た0 

後半に入って5分、宮下のロン 
グが連発、13116と3点差に詰め 
寄り、 たちまち 射程距離に入る。 

さらに、大砲•ヤコブセンの再 
三の シユ ー トを完全に押え、それ 
を得意の速攻に結びつけ、8分過 
ぎ2点差となり、ムードは上々。 
ここで浮き気味のディフヱンスを 
さらに前に出し、徹底的に押えょ 
うとした が、バックとの連繫が取 
れず、 ノ ー マ ー クができ惜しい1 
点を失う。また4点差。 

その後も全日本は絶好調の首藤 
が45度のロングシュートを立て続 
けに決めるなどで猛追するが、3 
点差を維持するのが精一杯だった。 


もぅ1点取れたらと勝利を夢見る 
.場面も何度かあったが、一発で簡 
単に決められ、あるいは速いパス 
ワークからのミドルやポストで加 
点され、惜しくも最終戦を飾れな 
かった。 

しかし、ロングシユ I ター組の 
成長は大きな収穫で、さすがのデ 
ンマ ークも ディフェンスシフトを 
変ぇ、前方に大きく2人出る守備 
体形に変更せざるをぇないまでに 
その力を十二分に見せつけた点は 
立派だった。 

ナショナル史上でもロングシュ 
1夕—が3人揣つた例は あまりな 
く、今後に大いなる夢を抱かせた 
シリ~ズであった。 


日本 I デンマ I ク 
親善大会を終えて 

強化部長市原則之 

以上4戦を終了し沢山の課題を 
残すも、結果的にはそれらの課題 
の一つひとつを克服す ることがバ 
ルセロナヘの道を確信し、今後の 
強化の新たな施策として取り組ん 
で行きたいと考えます。 

なお、ソゥルへの出発時点に比 
較すると、明らかに新生ナショナ 
ルチ—ムの力が数段上回っている 
ことは周承の通りであります。 
〔課題〕 

▽デイフヱンス 

① GK は全員好守を見せたが、今 
後は各自が各々の特徴を持った 


タイプの違うキ—ビングと一層 
のファインプレ—ができるょう 
な集中力の養成。 

② 受けの守りはいっかはくずれる 
ため、ソウルょり継承のアタッ 
ク•デイフェンスを一層磨き、 
加えて新たなシフトを考案して 
取り入れる。 

③ 戦術が指示できるディフェン 
ス•リーダーの育成。 

▽オフェンス 

① 1対1で抜き切る強力なサイド 
ブレーヤーの育成。 

② チーム内サウスポ —4 名以上に 
する 

③ 宫下、首藤、玉村に続くロング 
ヒッタ丨の育成。 

④ 戦術が指示できるポストプレー 
ヤーの育成。 

⑤ 戦術が指示でき、シユ—卜力の 
秀れたセンタ—プレーヤーの育 
成。 

▽全体 

① 全体的に選手層が薄いため、ソ 
ウルメンバ—を押し出す選手を 
早く育成する。 

② 弱い個人技を補うため、フォー 
メーシヨンプレ—など新戦術の 
確立。 

③ ジャンプ経験不足を補うため、 
国内外でのゲーム数の増加。 

④ 120%の力が発揮できる精神 
力の養成。 
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朋ソウルオリンビンク公式試合球 


产慰气办嘯 
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日本で最初の国際ノ y ンドボール連盟 ( j . H . F ) 
公認球、モルテンノヽンドボール。その独特 
のリブ形状とパネル間の段差による"32 

S 面体ノンスリップ構造”で、確かな手がかり 
をつくり上げ世界中のノ、ンドボーラーから 
高い信頼を集めていま丈そじ C いま、？ 
たに ’88ソウルオリンピンクの公式試合球 
に決定/その真価を発揮します。 


多 molten 


_ 




株式会社 

東京本社東京都墨田区横川5丁目 5-7 〒130 ft(03)625-7581 肋 
大販•名古屋•福岡•広島•札暢サンゼルス U.S.A. ■デ ry セルト)レフ W.G. 


果樹園と高原と0 
山梨の自然のおいしさを 
お菓子にたくして、日本全国へ。 
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平素ょり本会のスポ—ッ指導者 
育成事業に対し、格別のご理解と 
ご協力をいただき深く感謝申し上 
げます。 

さて、ご承知の通り本会では昭 
和63年度ょり国の社会体育指導者 
の知識•技能審査事業の導入実施 
に伴い「財団法人日本体育協会公 
認スポーッ指導者制度」に基づく 
コーチ養成講習会を実施しており 
ます。 

本会としては、別添の通り「公 
認スポーッ指導者制度」及び「既 
存の本会スポ—ッ指導者資格移行 
暫定措置」にも明記されています 
ように、既存の有資格者の新制度 
への移行優遇措置から、既存のコ 
—チ、上級コーチ有資格者(登録 


者)については、原則として書類 
審査のみにょり新制度に，おける C 
級 • B 級. A 級コーチへの資格移 
行を認めることになりました。 

つきましては、新制度における 
C 級 . B 級 • A 級コ—チ移行措置 
は、当該中央競技団体が国の事業 
認定団体となりませんと実施でき 
ませんので、貴協会(連盟)にお 
かれましても、全国各地において 
当該競技の指導に当たる方々の要 
望を十分ご理解いただき、早急に 
事業認定申請準備をされることを 
お願い申し上げます。 

なお、申請に伴ぅ諸手続きの詳 
細については、本会指導者育成課 
と十分打合せの上、お取り進めく 
ださる よう併せてお願い申し上げ 
ます。 


本会が主催し、各都道府県体育 
協会の主管する資格移行講習会 
(6 時間)を受講し、所定の資格 
移行申請書を各都道府県体育協会 
を経て、本会へ提出した者は当該 
事業認定中央競技団体及び本会ス 
ポーツ指導者育成専門委員会の審 
査にょり C 級スポーツ指導員(文 
部大臣認定事業における地域スポ 
丨ツ指導者•初級)へ移行するこ 
とができる。 

◊資格移行講習会科目及び受講時 
間 

⑴スボーツ生理学 2時間 
(運動体として身体のしくみ 
とはたらきを中心に) 

⑵スポ—ツ医学 2時間 
(現場における救急処置を中 
心に) 

⑶地域におけるスボ—ツ行政 

2時間 

(都道府県•市区町村スポ— 
ツ行政と地域スポ—ツ施策 
を中心に) 

なお、下記条件に該当するもの 
で、本会スポーツ指導者育成専門 
委員会及び当該事業認定中央競技 
団体の審査で認められた者に限り、 
別に定める B 級スポ！ツ指導員資 
格移行講習の受講により、 B 級ス 
ポーツ指導員(文部大臣認定事業 
における地域スポ—ツ指導者•中 
級) として 認める ことができる も 


のとする。 

⑴既存のスポーッ指導員資格取 
得後10年以上、年齢満35歳以上 
(受講年の4月1日現在)で、 
その指導活動実績が特に顕著と 
して、所属都道府県体育協会が 
推薦した者。 

⑵ C 級スボーッ指導員資格移行 
後、1年以上を経ている者。 

* 体育系大学•短期大学の卒業者 
については、大学における履修 
証明書を添付した資格移行申請 
書を所属都道府県体育協会を経 
て本会へ提出し、本会スポ—ッ 
指導者育成専門委員会の審査で 
認められた場合、上記資格移行 
講習会の受講を免除する。 

* 本会日本スボーッ少年団認定育 
成専門委員会については、その 
認定番号を明記した資格移行申 
請書の提出にょり本移行講習会 
の受講を免除する。 

2 •コ I チ•上級コーチ 

1 コーチ 

所定の資格移行申請書を当該事 
業認定中央競技団体を経て、本会 
へ提出した者は、本会スポーッ指 
導者育成専門委員会の審査にょり 
C 級 ni チ(文部大臣認定事業に 
おける競技力向上指導者•初級) 

へ移行す ることができる。 

なお、そめ実績が特に顕著とし 


て、当該事業認定中央競技団体が 
推薦し、本会スボーツ指導者育成 
専門委員会の審査により認められ 
た者に限り B 級 コーチ (文部大臣 
認定事業に おける 競技力向上指導 
者•中級) へ 移行する ことができ 
るものとする。 

2 上級コーチ 

所定の資格移行申請書を当該事 
業認定中央競技団体を経て、本会 
へ提出した者は、本会スポーツ指 
導者育成専門委員会の審査により 
B 級コーチ(文部大臣認定事業に 
おける競技力向上指導者•中級) 

へ 移行す ることができる。 

なお、 その 実績が特に顕著とし 
て、当該事業認定中央競技団体が 
推薦し、本会ス ポ—ツ 指導者育成 
専門委員会の審査により認められ 
た者に限り A 級コーチ(文部大臣 
認定事業における競技力向上指導 
者.上級) へ 移行する ことができ 
るものと する。 

3•スポーツトレ—ナー 

1スポーツトレ—ナ ー2 級 

所定の講習会免除請書を当該事 
業認定中央競技団体を経て、本会 
へ提出した者は、本会スポ—ツ指 
導者育成専門委員会の審査により 
C 級コ—チ(文部大臣認定事業に 
おける競技力向上指導者*初級) 
の共通科目課程の講習を免除する 



本会公認スポーッ指導者組識のょり養成•認定した既存の本会公 
継続的な活動促進と新資格付与制認資格指導者の新制度資格移行暫 
度の効果的受入体制の確保を目的定措置を次のょぅに定める。 

とし、本会が加盟団体との協力に 一 ■スポ—ツ指導員 


-16 - 





ことができる。 

なお、特にスポーツ指導員への 
移..行を希望する者で' 所定の講習 
免除申請書を各都道府県体育協会 
を経て、本会へ提出した者は、本 
会スボーツ指導者育成専門委員会 
の審査にょり C 級スポーツ指導員 
(文部大臣認定事業に おける 地域 
スポーツ指導者•初級)の共通科 
目課程の講習会及び試験の全てを 
免除することができる。 

2 スポーツトレーナ11級 
所定の講習会免除申請書を当該 
事業認定中央競技団体を経て、本 


〈趣旨〉 

1•国民スボ j ッ振興と競技力向 
上にあたる各種スポーッ指導者 
の資質と指導力の向上をはかり、 
指導活動の促進と指導体制を確 
立するため、本会は加盟団体と 
一体となって「肶日本体育協会 
公認スポーッ指導員制度」を制 
定する。 

〈目的〉 

2•この制度は次の事項の達成を 
はかることを目的とする。 

⑴各競技別スポーツの普及発展 
に即応する指導体制を確立す 
ること。 

⑵多様なスボーツ活動に対応し 


り C 級コーチ(文部大臣認定事業 
における競技力向上指導者•初 
級)の共通科目課程の講習及び試 
験の全てを免除することができる。 

なお、特にスポーツ指導員への 
移行を希望する者で、所定の講習 
免除申請書を各都道府県体育協会 
を経て、本会へ提出した者は、本 
会スボーツ指導者育成専門委員会 
の審査にょり C 級及び B 級スポー 
ッ指導員(文部大臣認定事業にお 
ける地域スポーッ指導者初級及び 
中級)の共通科目課程の講習及び 
試験の全てを免除することができ 


た指導者を一貫したシステム 
により養成し、その資質と指 
導力の向上をはかること。 

⑶指導者の各組織内における位 
置づけと、役割に応じた資格 
認定を明確にし、社会的信頼 
を確保する。 

⑷種類別、地域別、競技別に組 
織的連係をすすめ活動促進を 
はかること。 

〈指導者の種類と役割〉 

3.本会が養成.し公認するスポー 
ツ指導者の種類と役割は次のと 
おりと する。 

⑴競技別指導者 
イ地域スポーッ指導者 


a . C 級スポーッ指導員 
地域のスポーックラブやスボ— 

ッ教室における競技別の基礎的、 
導入的な技術指導等にあたる者 

b . B 級スポ ー ッ指導員 
地域のスボーックラブの育成、 

運営の指導と、競技別スボーッ技 
術の専門^導おょびスポーッ大会 
等諸行事の企画、運営等にあたる 
者。 

c . A 級スボーッ指導員 
地域のスボーッ組織の育成、運 

営の指導助言と、 C 級スポーッ指 
導員の育成.指導等にあたる者。 

口商業スボ I ッ施設に おける 
指導者 

a , C 級(名称調整中) 
主として、商業スポーッ施設に 

おいて職業としてスポーツの指導 
をする者で、競技別スポーッ技術 
についての専門的指導と各種事業 
の企画•運営などにあたる者。 

b , B 級(名称調整中) 
主として、商業スボーッ施設に 

おいて職業としてスポーッの指導 
をする者で、競技別スポ—ッ技術 
についての専門的指導と、個々の 
指導対象者の目的に応じたプログ 
ラムの企画•立案等にあたる者。 

c , A 級(名称調整中) 
主として、商業スポーッ施設に 

おいて職業としてスポーツの指導 
をする者で、競技別スボ—ツ技術 
についての専門的指導と施設の経 
営管理、 C 級(名称調整中)の育 
成指導、地域スポーッ組織との連 


携等にあたる者。 

ハ競技力向上指導者 
a . C 級コーチ 

競技別スポーッ技術についての 
基礎的、専門的指導と活動組織の 
育成指導等にあたる者。 

b . B 級コ—チ 

競技別スポーッ技術の専門的指 
導と活動組織の育成•指導おょび 
選手の特性に応じた競技力向上の 
指導等にあたる者。 

c . A 級コーチ 

新たな技術の研究開発と高度な 
技術指導、諸外国の競技力の分析 
と新たな戦術、戦法の研究開発、 
C 級コ— チの育成.指導等にあた 
る者。 

ニ マスタ丨コーチ 

当該競技において指導者として 
資質•能力が特に優れ競技別指導 
者の育成•指導等にあたる者。か 
つ年齢 50 歳以上の者 
⑵スポーツドク タ丨 

スボーッマンの健康管理、スポ 
1ッ傷害、スポーッ外傷の診断、 
治療、予防研究等にあたる者。 

3トレーナ1 

スポーツドクターとの協力のも 
とに選手の健康管理、トレーニン 
グの調整、スボーッ外傷、障害の 
応急処置、リハビリテーション等 
にあたる者。 

⑷スポ I ツプログラマ*— 

運動スボーツを行う者に対し、 

スポ—ツ相談、スポーツプログラ 
ムの提供及び各種トレ—ニング等 


の基本的指導にあたる者。 

⑸スポーツ少年団指導者 
ィ指導員 

単位団の.育成•指導にあたると 
ともに、団内における育成母集団 
をはじめ組織の強化等にあたる者。 
口 育成指導員 
都道府県、市区町村スポーツ 
少年団組織の育成、スポ彳ツ少年 
団の普及と活動の促進おょび指導 
員の育成指導等にあたる者。 

⑹体カ テスト 員 
ィ体カ テスト 判定員 
体カ テストの 実施と普及おょび 
実施結果の判定のあたる者。 

口 体カテスト指導員 
都道府県内における体カテスト 
の普及と企画に参画するとともに、 
体カテスト判定員の養成にあたる 
者。 

〈指導者の養成〉 

4•前項に定める各種スポーツ指 
導者を養成するため別に定める 
教科科目に基づき次の講習会を 
実施する。 

⑴ C 級スポーツ指導員養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識. 
技能審査認定事業「地域ス‘ポ 
丨ツ指導者初級養成講習会」 
として実施する。 

口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

⑵ B 級スボ—ツ指導員養成講習会 
イ国の社会体育指導者知識- 
技能審査認定事業「地域スポ 
丨ツ指導者中級養成講習会」 


会へ提出した者は、本会スボーツ る。 
指導者育成専門委員会の審査によ 


■資料2 

「財団法人日本体育協会公認スポーツ指導員制度」 
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として実施する。 

口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

⑶ A 級スポーツ指導員養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識. 
技能審査認定事業「地域スポ 
—ツ指導者上級養成講習会」 
として 実施する。 

口本 会と 本 会 加盟 競技 団体の 
共催とする。 

⑷ C 級{名称調整中)養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識 • 
技能審査事業「商業スポーツ 
施設における指導者•初級養 
成講習会」として実施する。 

口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

£ B 級(名称調整中)養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識. 
技能審査事業「商業スポーツ 
施設における指導者•中級養 
成講習会」として実施する。 

ロネ畠と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

⑹ A 級(名称調整中)養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識. 
技能審査事業「商業スポ彳ツ 
施設における指導者•上級養 
成講習会」として実施する。 

口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

(7 JC 級コーチ養成講習会 
イ国の社会体育指導者知識 • 
技能審査認定事業「競技力向 
上指者初級養成講習会」と 
して実施する。 


口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

⑻ B 級コーチ 養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識. 
技能審査認定事業「競技力向 
上指導者中級養成講習会」と 
して実施する。 

口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

⑼ A 級コーチ養成講習会 
ィ国の社会体育指導者知識. 
技能審査認定事業「競技力向 
上指導者上級養成講習会」と 
して実施する。 

口本会と本会加盟競技団体の 
共催とする。 

⑽スポーツド クタ1 養成講習会 
ィ本会が実施するが Y 必要に応 
じ関係 団体を 共催に 加える こ 
とがで きる。 

( 11 ) トレーナー養成講習会 

ィ本会が実施するが、必要に応 
じ関係団体を共催に加えるこ 
とができる0 

(12) スポーツプログラマ—養成講習 

会 

ィ国の社会体育指導者知識 • 
技能審査認定事業「スポーツ 
プログラマー養成講習会」と 
して実施する。 

口本会が実施するが、 f に 
応じ関係団体を共催に加える 
ことができる。 

⑽スポ—ツ少年団指導員養成講習 
会 

イ都道府県毎に実施する。 


口本会(日本スポーッ少年 
団)と開催地都道府県体育協. 
会(都道府県スポ！ッ少年 
団)との共催で実施する。 

(14) スポーッ少年団育成指導員養成 

講習会 

ィ本会(日本スポーッ少年 
団)が実施する。 

(15) 体カテスト判定員養成講習会 
ィ本会または、都道府県体育 

協会が実施する。 

⑽体カテスト指導員養成講習会 
ィ本会が実施する。 

(17)前各号の指導者養成にかかる講 
習会の運営方法、受講資格、 
教科内容、審査等細目につい 
ては別に定める。 

〈指導者の登録•認定〉 

5. 前項で養成されたスポーッ指 
導者の認定は別に定める登録規 
定 にょり、 登録した者を対象と 
する 

〈スポ—ッ指導者協 li 舍 

6. 本会は次のスポ—ッ指導者協 
議会を設置し、それぞれの役割 
に応じた活動方策等について協 
議する。 

⑴競技別スポーッ指導者協議会全 
国会議 

⑵全国公認スポ！ッドクタ1協議 
会 

⑶日本スポーッ少年団指導者協議 
会 

⑷その他本会が必要と認めたもの 
上記各号については、協議会ご 

とに別に定める。 


7•前項、各号の代表をもって 
「各協議会代表者会議」を構成 
し、相互の連係を密にして、活 
動の促進方策等について協議す 
る0 

〈移行措置および皙定措置〉 

8•この制度施行日以前に公認資 
格認定を受けたスポーッ指導者 
のぅち、 スポーツド クタ1、 ス 
ポ—ッ少年団指導員、育成指導 
員、体カテスト員については、 
施行日において自動的にこの制 
度に移行した ものと みなす。 

9•この制度施行日以前に公認資 
格認定を受けたスポ！ッ指導者 
のぅち、旧スポーッ指導者制度 
(昭和52年4月 1 日施行)によ 
るスポ彳ッ指導員、コーチ、上 
級コーチについては、この制度 
の競技別指導者への優先的移行 
措置を講ずる。また旧スボーッ 
指導者制度施行以前に養成され 
資格認定を受けたスポーットレ 
1ナ1 • 2級についても同様 
とする。ただしこの優先的移行 
措置は、当該中央競技団体が事 
業認定団体となった日から原則 
として5年間に限るものとし、 
この期間中は本会公認スポーッ 
指導者資格の保全措置を講ずるハ 
なお、旧制度より修了し、未 
登録となっている者については 
この制度施行日から原則として 
1年間に限り保全措置を講じる 
こととし、この期間中登録行為 
のない場合、その権利は自動的 


に消滅する〇 

10♦前項おょびその他の移行措置、 
暫定措置については、別に定め 
る0 

〈附則〉 

1•この制度改訂は昭和63年8月 
24日から施行する。 

2•この制度改訂は平成元年2月 
8日から拖行する。 
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▽ 3 月 26 日 (第 1 戦) 

lll ]41(2021 M 149 j 23 日本 

▽ 3 月 28 日 (第 2 戦) 



第7回ジュニア男子世界選手権 

東アジア地区予選大会報告書 



大会は中華台北(台湾)の突然 
の出場辞退などにょり、日程が変 
更され、決定が遅れまして関係者 
方々には大変御迷惑を御掛け致し 
ましたことを、まずお註び申し上 
げます。 

本来、対戦が2国間の場合には、 
原則的にホーム&アウヱィ方式が 
当然ではありますが、経費あるい 
は、期間的なことなどから、韓国 
においての2回戦方式で東アジア 
代表権を決定することで - Is がまと 
まり、日本チ^ —ムといたしまして 
は、厳しい条件(敵国)での対戦 


に多少の不安を感じつつも韓国に 
乗り込むこととなりました。 

御承知の如く昨年のオリンピッ 
クでは、女子は金メダル、男子に 
おきましても銀メダルと韓国ハン 
ドボ—ル界の活躍は、我々同ーァ 
ジア民族にとりましては夢と希望 
を与えてくれましたが、同時に 
我々日本の技術や戦術がはたして 
どの程度通用するものか不安と期 
待の交錯する中での海外遠征で初 
体験の選手も多く、精神的にはま 
だまだ未熟であり、しかも心と身 
体の不安定さは隠しきれず、いか 
に日頃の実力を発揮することがで 
きるかが、今大会の最大目標であ 
り、勝敗もさることなが'ら精神 
的■•肉体的(技術•能力)な面で 
国際的に通用する選手の育成がジ 
ユニア選手にとりましては、重要 
であると考えます。 

残念ながら韓国に後れをとるこ 
とになりましたが、随所に韓国を 
凌ぐほどの多彩な展開、意欲的な 
姿勢は高く評価されるものであり 
ました。しかも選手各々の技術 


(能力)が十分通用することを肌 
で感じとることの貴重な体験は、 
今後に大なる期待を抱かせるに十 


第1戦については、立ち上がり 
両チームとも硬さが見られた。特 
に日本は、広いホール、ボールの 
感じがつかめない様子で、信じら 
れないィージーミスを続出した。 
にもかかわらず 15 分間は、 2 点差 
で離されないでいた。 

これは、ディフヱンスの頑張り 
と G K 高木の好守があげられる。 
試合前はどぅなるのかと不安の多 
い選手たちも、この辺で落ち着い 
たのだが、逆に安易なプレーも目 
立ちはじめてきた。韓国の趙致孝 
が負傷退場の時間が、日本にはマ 
ィナスだったょぅだ。日本が単発 
シユートや動きの少ないプレーを 
はじめると、韓国はすかさず速攻 
を連発した。ナショナルチ—ムの 
I 員でもある沈載弘、林珍錫を中 
心に、さらに朴賢龍には右サイド 
から速攻■サイドシュートと、第 
1 戦では最高の 9 点を取られる結 
果となつた。 


分な成果であったといえます。 

これも一重に、関係各位様の御 
理解と御協力の賜ものと感謝申し 
上けます。 

今後におきましても相変わらず、 
ジュニア•ナショナルチームのた 
め、 r た、日本ハンドボ！ル界発 
展のため、宜しく御支援.御協力 
のほどお願い申し上げます。 


日本選手は' 中心選手として活 
躍を期待していた中山、長嶺、大 
村の不調が惜しまれる一戦であっ 
た。特に中山の前半は気持ちが強 
過ぎたのか全く脚が動かず、途中 
で交代してしまった。ただし、後 
半は開き直り、彼本来の強裂なシ 
ユートを連続した。それだけに、 
前半が大いに悔まれた一戦であっ 
た。 

結果は、 23141 と予想以上の失 
点であった。韓国チームも約1週 
間の合同練習しかしておらず、日 
本と同じ条件である。といぅこと 
は、再三言われている一貫教育の 
効果といえるのではないか◦個人 
技術が徹底されているため、合わ 
せる時間さえあれば、チームとし 
ての力量も計算できるょぅに仕上 
がると思われる。 

第2戦は、第1戦の反省をよく 
生かした試合であった。逆速攻の 
もどり、単発シュ—卜をしないな 


どである。大量失点につながるプ 
レーを極力さけるという反省がな 
された。 

試合は、立ち上がりから一進一 
退が続いた。10分6—7、20分10 
—10と全く互角である。しかし、 
ここで日本は中山が相手選手とぶ 
つかり負傷してしまい、残り5分 
の時点で11—14と3点差をつけら 
れた。しかし、日本にもチャンス 
はすぐに来た。残り3分で韓国が 
一人退場。ところが、ここでも日 
本はミスをし、逆に1点取られる 
という流れに乗り切れない状態で、 
結局前半は13—16で終わる。しか 
し、前日とは比べょうのない健闘 
であった。特に林、大村、源内の 
活躍はみごとであった。早いボー 
ル回しからの展開や、サィドから 
切り込んでくるプレ！は、韓国を 
圧倒していた。 

後半は、韓国もハーフで気持ち 
を切り替えた様子でスタ I 卜とな 
った。案の定、この試合のポィン 
卜が即にやってきた。立ち上がり 
10分が117と合計す^と14—23 
の9点差になり一気に勝負をつけ 
られた様子であった。そして、中 
盤では 16 点差まで行き、このまま 
ズルズル離されるかと思われた。 
しかし、日本は残り10分間を 6— 
3で勝つなど、最後まであきらめ 
ずに粘ってくれた。結局 23134 に 
終ったが、かなり成果、収穫のあ 
る試合であったが、技術的な盖が 
歴然としている試合でもあった。 


コーチ•東根明人 


男子監督•早川清孝 
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あらゆる用途の特殊鋼、そして各種機械製品の供給を通じて未来 
社会の建設に参加している大同特殊銦。私たちのテクノロジーは、 
宇宙開発に、原子力開発に、そしてあらゆるエレクトロニクス産業 
に、いま大きく花開こうとしています。より豊かな明日を、あなたと 
ともに築くために-。 


^大固特殊銅 

本社〒460名古屋市中区錦丨_丨1一18(興銀ビル） 
0(052)201 一5 III (大代） 

支社/東京 支店/大阪 


全日本教職員選手権大会における研究発表会について 

全日本教職員連盟 


教職員大会に参加されている方々はご存知 
のことと思いますが、大会と並行して開催さ 
れています研究発表会も今年で13回目を迎え 
ることになりました。発表内容は紀要にして 
毎年発行され今年13集を迎えることになりま 
した。10回目発行の折には記念として10年間 
の紀要を合併本として発行されております。 
発表内容は学校体育ハンドボー ル、 競技スポ 
1 ッハンドボ ー ル、歴史、ミニハンドボ ー ル、 
ルール、ゲーム分析法など多岐にわたってお 
り、発表題数も loo を超えております。ハ 
ンドボールだけの研究紀要も日本ではこれだ 
けのものであり教職員連盟の独自性を表わす 
ものとなっております。大会に參加される選 
手のみなさんは試合を第一義の楽しみとして 
おられるわけですが、日頃は、指導者としてハ 
ンドボールに携わっておられる方ばかりです。 

「研究」といぅ名前にとらわれると堅苦し 
くなりがちですが、ハンドボールを指導して 
いる現場の先生方が身近な話題から発表され 
るわけですからハンドボ—ル界にとって非常 
に意義深い催しであると思います。 

参加の呼びかけ 

発表会は大会の前日の代表者会議の席上で 
行われます。是非ともお誘い合わせの上、会 
場に足をお運びいただき発表を聞いていただ 
きたいと思います。 

発表題目の通知 

発表者を現在募集している段階ですので、 
発表題目の通知は、7月中旬が大会に参加さ 


れるチ—ム責任者にされます。 

発表者の募集 

発表者は大会に参加されるチ—ム責任者、 
及び教識員連盟の役員•理事を通して行われ 
ております。発表者は大会に参加される者だ 
けでなく、ハンドボ ー ルに関心のある広い層 
から受け付けております。発表の申し込みは、 
大会参加者はチ I ム責任者を通して大会参加 
申し込みと同時にすることになつております。 
それ以外の方は教識員連盟の役員■理事を通 
して、下記へ御申し込み下さい。 

▽申し込み締切り 7月5日 出 
〒335埼玉県戸田市新曽1〇 9 3 
埼玉県立戸田高校内 
全日本教識員ハンドボ—ル連盟事務局 
IBO 4 8 4 1 4 2—4963 

▽発表内容 

1学校体育に関するもの 
指導方法、評価、スキルテスト、ミニハン 
. K ボール等 

2競技ハンドボールに関するもの 
技術、戦術、体力、ゲーム分析、指導方法 
等 

3 ハンドボ彳ルの歴史、ルール•審判法等 
4評論、その他 

▽発表日時 

平成元年8月8日 g 

▽発表場所 

福岡県小倉南市民センター 
▽発表時間 一人約10分 
▽発表資料 150部 
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走る、跳ぶ、投げる 0 

顏棒を f S のス 





ょり高い跳 S とより長い滞空時間。 

よりコ X ハクトなテイ ^ ハツクとスビ—ノ v^ なス P—VX グ C 
ニニに至 5 LI は地道な長い練習の日々と、 

勝負に臨んでの集中力と爆発力が必 WV * る D 
二の日のため u 努力を iftv ■き ftig 手たちに——〇 
パイオメカニクスて育てられたウェアとシユ L ろ 
アシヴクスよりおくります。 















視界、360。 


経済情勢の視界、良好ですか7 
時々刻々と移り変わる情報をい4にすばやくキャッチして 
いかに的確な判断を下していくか。の条件で玄 
東洋証券は、あ^〇資窜 Sfero 水1 案内人。 

_かな情報網^«'いサー^©ひろげます J 
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